2011年3月20日　　井坂孝之先生オフィス勉強会　感想文

今回の勉強会はオフィス訪問形式で行なわれました。
場所は三重県松阪市ある井坂孝之先生のオフィスです。
井坂先生といえばカンファレンスの時には必ずといってよいほど
症例を提出していただける東海地区には稀有な先生でもあります。
そんな先生のお人柄を感じさせる清潔で洗練されたオフィスには
患者様への配慮（バリアフリー）と誠実さが溢れていました。
講義内容は
①治療概念　②補助療法　③初回の検査と対応について
難しい内容でしたが理解しやすいように解説を交えて話していただけました。
特に印象に残った内容は、治療から予防に移行する秘訣でした。
どのタイミングで患者様に話しをすると良いのか、またダメなタイミングを見分ける
方法。
検査レポートと患者教育冊子を捨てられない形でお渡しする方法など。
具体的な内容は控えさていただきますが、
今後東海地区勉強会に多くの先生方の参加をお待ちしてます。
井坂先生、ありがとうございました。
堀　賢一朗

今回の勉強会は三重県松阪しにて開業しておられる井坂先生オフィスでした。
私は今回で二回目の訪問でしたが実に行き届いたオフィスで感激いたします。
治療所の多くは店舗住宅かビルテナントでの開業が多く見られますが井坂先生のオフィスは初めからカイロオフィスとして設計建築されたもので先生のこだわりが随所にみられこれから建築しょうと思っておられる先生は是非一度は必見のモデルです。
また講義内容で先生のカイロ概念が当たり前の事と思いながら改めて感心致しました。 

参加者全員に作成頂いた新患時に渡す患者個人のコンピュータ分析や生活アドバイスなどのスクラップは素晴らしいものが有りました。
今回も素晴らしい収穫の勉強会でした
井坂先生ありがとうございました。
和田孝一
患者さんを診るということ

 先日、三重県松阪での勉強会に参加させていただきました。今回は演者ではなく参加者としてなので、前回より幾分気持ちが楽ですが、やはり人生とカイロプラクティックの先輩から直接お話しを頂けるとあって、会場に近付くにつれ緊張感も増していきました。

　お話しは先生の臨床に携わる上での基礎や、その実践方法などを中心としたもので、とても充実した時間をおくれることができました。そのなかで、これまでの勉強会ともつながることですが、主催してくださる先生方は、言葉は違えど必ず患者さん全体を「診る」ことに時間をかけていらっしゃると気づきました。

　カイロプラクティックは患者全体を診る。あとはその方法をどうするかという違いだけで、先輩先生方の実践には改めて感心と自分もこうならないといけないという目標にもなりました。

　これからもこのような素晴らしい先輩先生方と交流を深め、自分のカイロプラクティックに生かしていきたいと思います。先輩先生方と交流できることは自分にとっても、患者さんにとってもプラスとなるので、是非参加されることをお薦めします。

 RMIT大学　11期生　大角洋平

 

今回もオフィス訪問勉強会、毎回それぞれの先生方の持っている
長年養っている臨床のノウハウが大変楽しみです。
井坂先生のオフィスでの勉強会では、テクニックにこだわらず少しでも痛みを
取ってあげる工夫と努力、患者説明も合わせプロだと感じました。
さすが、たまに行列の出来るオフィス・・・！Ｔｈａｎｋ　ｙｏｕ。
 水野久植
大学を卒業したばかりで今回のような貴重な勉強会に参加させていただいたことに、三津橋先生をはじめ東海エリアの素晴らしい先生方にまず大変感謝しております。どうもありがとうございました。また、今後ともどうぞよろしくお願い致します。
勉強会をしていただいた井坂先生のご説明で軸足に掛かる重心の重要性が今後施術をする上で頭の片隅に入れておく必要があると認識しました。また、測定機器や皮膚刺激ツール(ソマレゾン・ソマセプト)等を使っての治療、再診を促す方法は非常に今後の自分に役立つものばかりでした。本当にありがとうございました。
　内田佳文
ＣＳＣ同期である、井坂先生の治療院で行われた勉強会に参加させていただきました。

一番印象に残ったことは、患者さんへの説明に写真を用いられていることです。

視覚的に大変インパクトがあり、患者さん自身の治療意欲も増すだろうなと感じました。

その後の松坂牛の焼き肉も、たいへんおいしゅ～ございました。
ありがとうございました。

 内田

